


でも､この絵が美味しそうって言う

のかしら-｢食べたい-｣というよりも｢見ているだけで十分｣でしょうか7いや本当に見ていたい'むしろいつまで見ていても飽きない絵だなと思ってしまいます｡

パカッと開けられた口､曲がった鼻､
大きく切り取られた身とのぞく骨､シワの寄ったブヨブヨした皮､光沢のある鱗｡その全ての部位から鮭のヌメっとした生々しい感触が伝わってきます｡また吊るした荒縄には鮭のズシリとした重みがかかっていて緊張感が出ています｡こういう題材でここまで描けるものなんだ-と驚かされます｡写実的､リアル-そんなありふれた表現では言い表せない鮭の存在感｡皆さんも｢鮭って､こんな魚だったのか-｣と改めて教えられるのではないでしょうか｡

でも当時の人も驚いたでしょうね｡

このような絵が発表されたら-｡実は由一と弟子たちは鮭を好んで題材にしていました｡由一の作品と伝えられる鮭の絵は何枚も残っていて､

ないそうです｡あしからず｡

[前田圭見]

真偽のほどが現在も研究されています｡その中でも秀作と言われているのが､この芸大の《鮭》です｡彼の弟子によると､｢由一は無垢では面白くないので肉の部分をわざと切って描いた｣のだそうです｡それで迫真の絵が完成したんですね｡日常生活の何気ないものを美しいと思い､その美を追求した由一の独特の感性と目の付け所､こだわりには感服させられます｡

この《鮭》を初めとして､由一は静物
画を一つのジャンルとして確立し､｢明治の近代洋画の最初の人｣と位置付けられています｡ただ実際に油絵を描き始めたのが40歳を過ぎてと遅かったため､世に認められるのにも時間がかかりました｡その売れない時代に彼を援助したのが､何とこんぴらさん

(金刀比羅宮)の宮司さん-･そこで金
刀比羅宮は日本でも有数の由一のコレクションで知られています｡鯛や鱈､なまり節などをえがいたものも学芸館に収蔵されています｡でもこちらは改修中のため､しばらくはお目にかかれ

美味しそうな(?)美術作品を捜し出し､勝手に
味見したり感想を述べる｢突撃アートの晩ご飯｣｡2回目のメニューは､高橋由〓1828-94)の《鯉》を取り上げました｡

高橋由一≪鮭≫
1877(明治10)年頃

油彩･紙　東京垂術大学所蔵
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色彩の魔術師とも､線描の天才と

も言われるフランスの画家､ラウル･

デュフィ｡大好きな作家ということも

あり､資料調べの段階から楽しく取

り組む事のできたギャラリートークで

した｡

基本的に､civiの担当するギャラリー

トークは日曜･祝日の1日2回というこ

とになっていますが､今回は日本人

の好きな作家と言われるデュフィの

展覧会だけあって､平日も各地の美

術館友の会などの団体客の来訪が

■版画ワークショップ開催日.1 2]

レンブラント版画展や池田満寿

夫展のギャラリートークの際､版画

の技法説明の必要が生じる場合

があり､そのつど技法のマニュアル

を読んで対応してきましたが､実技

経験無しに説明するのも心もとなく､

civiの多くが体験学習を希望した

事から今回のワークショップが実現

しました｡幸い美術館には版画教

室があり､その講師である下村宏

先生からご指導いただける事にな

りました｡当初私たちは一日で全て

Liaテぢ--

の技法をマスターしたいという欲張っ

た希望を持っていましたが､それは

無理とのことで､結局エッチング､ア

クアチント､ドライポイントを実技で

行ない､それ以外の技法(メゾチント､

リトグラフ､シルクスクリーン等)に

ついては実作を見本に詳しく説明

をしていただきました｡

下村先生は｢時間が無い､時間

が無い｣と言いながらも､合間に冗

談を繰り返し教室をわかせ､お陰で

私たちは初体験の緊張から解放さ

多く､いくつかの団体客に対して､

都合のつくciviのメンバーが交替で

ギャラリートークを務めました｡遠く

は北海道の釧路から､また広島から､

近くは町内の老人会など-｡大変

熱心なたくさんの鑑賞者と出会う
ことが出来ました｡

あるグループのお一人は､私の問

いかけに対して本展の感想を長々

とを話されました｡ほんの一言二言

のお返事を期待していた私は､ちょっ

と驚きましたが､話に引き込まれ感

心して聞いてしまいました｡考えて

みれば､熱心な鑑賞者であればある

ほど､好きな作家あるいは好きな絵

について一家言持っておられるは

ずですから､この方に限らず話した

くてうずうずしている方は多いと思

われます｡

こうした鑑賞者を前にギャラリー

れました｡また｢初めての作品はな

ぜか良いのが出来るんですよ｡皆

感動しますよ｡｣などといわれ､ウキ

ウキと胸を弾ませながらの作業開

始となりました｡ところが実際の作

業では､理科の実験を思わせるよう

な薬品の使用があったり､版が上

手く出来ても､刷るのが難しく何度

も失敗を重ねたりと､思いのほか大

変でしたが､先生の言葉どおり､み

な初回作とは思えない立派な作品

が出来上がり､本当に全員感動の

主な活動

1 1 ･ 1しぴの-と(高松市美術館ボランティア通信)

第4号発行

ll ･3-12･9デュフィ展ギャラリートーク

1 1 ･18香川県歴史博物館ボランティアと交流会

12･ 1香川県文化会館ボランティアwithと交流会

1･12版画ワークショップ

講師:下村宏(版画家･美術館実技講座講師)

3･1-3･31クールベ展ギャラリートーク

トークする私たちにとって､

よりよいトークとはフ耳を澄

ませば音楽が聞こえてくる

ような､鮮やかで心地よい

作品が多数展示されたデュ

フィ展で､また新たな課題

を手にしました｡ [石原ミ工子】

面持ちでした｡

今回のワークショップを

通し､版画の技法に関する

理解は以前に比べはるかに

深まりましたし､また版画作

家にとって､優秀なプリンター

との出会いがいかに大切で

あるがという新たな発見も

ありました｡今後のギャラリー

トークに生かしていきたいと

思います｡　　[石原ミ工子]
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版画ワークショップ参加者による作品｡
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ゴッホが画家仲間ゴーギャンとの
喧嘩で逆上し､自分の耳を切った直後に描いた《包帯をしてパイプをくわえた自画像》｡本作はこの名画とうりふたつですが'作中の人物は見ているはずの私たちを逆に見つめ返しているようで､どこか妙な感じがします｡

よく見ると目だけが大変生々

しい!人間の目口

その通り!実はこの作品､作者

の森村泰昌が自らゴッホに扮装し､それを写真に掘ったものなのです｡

森村はある時'ゴッホのこの自画

像を見て'｢あっ'自分の顔に似ている｣と直感したと言います｡この単純な思いが作品を作る原動力となりました｡そして'作者はゴッ

_■●　■　■●_●■一_　●　■　■■　▲●　■■_■●　■　■●　●__　■_

ホ風の荒いタッチと色彩を表現するため'粘土にけばけばしい色を塗り､衣服や小道具を自ら手作りしました｡帽子の荒々しい毛並

できず'生身の作者自身の｢目｣が露わになっています｡この事によって'｢虚像｣と｢実像｣が交錯する奇妙なイメージが画面の中に作り出されているのです｡

ところで'森村は90年代以降､
名画の中に自らの姿を忍び込ませる作品に加え'映画やテレビでおなじみの女優に成りすます｢女優シリーズ｣を制作しています｡一見それらは私たちが憧れの女優のメイクやファッションを真似たり､好きな歌手の歌真似をするのと近いことのようにも思われます｡

しかし､森村の作品づくりは単

なる｢モノマネ｣ではありません｡そのことは作者の次の言葉からも明らかです｡｢単に入れ替わるだけではなく､自分なりの着こなしをすることが大事-その着こなしが美術作品や美術史､芸術論への私の批評行為になっているのかも｣｡
｢名画｣や｢女優｣を独自の｢着

こなし｣で服のように身にまとい'あっと驚く世界を作り出す森村泰昌の作品｡手強そうな｢名画｣や｢女優｣を相手にするのですから､その｢着こなし｣の技術は相当なものなのでしょうね｡

本作は2002年度第1期常

設展(引用の美術-80年代以降の作家たち)(4/6-6/9)に出品されています｡

[鈴木典子]

みの表現には'なんと!釘が使われています｡

このように作

者の扮装は実に手の込んだものであり､欧米の巨匠に成りすまそうとする彼の企ては完壁に成功したようにも思われます｡しかし'｢目｣の部分だけはメイクする事が●　●●　ヽ　__　一　■　l　_　_　_･

忘　フアン･ゴッホ《包帯をしてパイプをくわえた自画像》

三1889年個人蔵
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ティに富んでいたお陰で､想像した以上の効果があったようだ｡素材として､油絵の具で描かれたもの､輪郭線を持たないカラフルな水彩画､骨太なペン画､また主題として絵本を真似て描いたファンタジー､写実風の花の静物､友人を描いた人物など､ジャンルの説明を一々加えなくとも､"絵を描く"という行為の表れが各自違っていることを､子どもたちは漠然と体得することができたと思う｡これはデュフィ芸術を見るためのウォーミングアップとなった｡いよいよ美術館ツアーに出発｡子どもたちは移動となる

｢デュフィ展｣には､たくさ

んの子どもたちが見に来てくれた｡ある保育所の年長さん(5歳gi)が遠足の傍ら､また盲学校の高校生が授業の一環として立体コピーを持参して､そして城内中学校1年生は事前勉強の後に､実際のデュフィ作品に会いに来てくれた｡(みんな､ありがとう⊥その時々､ギャラリートークに立ち､彼らと作品鑑賞を共にしたのだが､今回はこの展覧会で初めて試みた八子どものためのギャラリーツアー)に触れてみたい｡

これは､小学生15名を対象に
募集し､｢デュフィ展｣開催中の第2土曜日､午前1 0時から的分間､美術館を探検するというものだった｡事前に私の方からリクエストしていた"自分で描いた絵"を持った子どもたちが､講座室に集合した｡学校も学年も違う子どもたちは､当然よそよそしい｡まずは関係作りから始まった｡自分の"絵"を説明してもらいながら､その子その子の持っている"絵"の特徴を見つけるやり取りの中､彼らとは打ち解けていく｡この絵をじっくり見る作業は､持ち寄られた作品がバラエ
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と俄然元気が出てきた｡展覧会場入口から､少しだけ作品が展示されている様子を覗いてもらう｡そして､｢作品になった気持ち｣の彼らを､美術館外の搬入庫に連れ出した｡｢ものすごく大きなトラックで高松に到着した作品たちは､このシャッターから入って来たんだよ｡｣と､ひんやりした広い荷解きスペースに引き入れると'舞台裏に好奇心満々ではしゃぎ出す｡｢さぁ､ここから2階の展示室までエレベーターに乗るよ｡｣と3トンまで積載できる作品運搬用の大型エレベーターに乗り込む｡大きくて無機質なエレベーター内で子どもたちは少し緊張気味｡でもすぐに｢このエレベーター､動いてないみたい!｣との声が聞こえてくる｡｢なぜだと思う-｣-｢作品にゆれを与えないため､かな｡｣-｢そのとおり!さすが小学生-｣

さて､暗い舞台裏を通り抜け

ると華やかな展覧会場に出るのだが､その前に作品がパッキングされていた木箱に触ってもらった｡子どもの力ではびくともしない木箱は､それだけでも多くを物語っている｡その上で｢展示され

_●●　●●　■　●▲_■　●■__■　●　●●　_____●_■●

ている作品は､-点-点大切なものとして､頑丈な木箱で保護され､フランスから飛行機3便に分けて日本にやってきたの｡｣という作品の旅の話をとても熱心に聞いてくれた｡誰にでも宝物があって､それは他の人からも大切にしてもらいたい､という気持ちは共通のもの｡だから､｢飾ってある作品を大切に見ていこうね｡じゃ､いまから'100年以上も前なんだけど､フランスに生まれたデュフィって人が描いた絵を､
一緒に見ていきましょう-･ところ

で､フランスって国､どこにあるのか知ってる-｣

この後､5､6点の作品を一緒

に丁寧に見ていった｡自分たちの目で､作品の中に発見したこと､感じたことを口にしていく子どもたちは楽しそうだった｡ただ､年齢の幅が大きい分､問いかけの言葉の取捨選択が難しく､高学年以上という様に対象を絞り込んだ方が良かったように感じている｡また､学校とは違い､子どもたちとは単発的な出会いであって､その後のフォローが出来ない点からも､もっと小人数体制で行うべきであったかもしれない｡わずか9 0分の時間であったが､子どもたちの作品との係わり方が積極的になる瞬間が度々あり､私の方が目を見張る体験をさせてもらった｡　　　　　[毛利直子]
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C-V-と一緒に美術館を

探索してみませんか-今回は､常設展示室をご紹介します｡
2階展示室からゆるやか

なスロープを下りてくると､正面に常設展の案内板が立っています｡そこを右に曲がり､ロダンの《オルフェ》や中原浩大の《持ち物‥光のミミズ=》など大きな立体作品を左右に見ながら進むと､常設展示室があります｡展示室は2つに分かれていて､それぞれこぢんまりとしたスペースです｡第1室は戦後の日本の現代美術と2 0世紀以降の世界の美術を､第2室は香川の工芸を展示しています｡

常設展は年間を5期に

分けて展示替えをしています｡見る側の興味を誘い､また鑑賞の手助けともなるように､ただ漫然と作品を並べるのではなく､毎回技法･時代･モチーフなどに基づきテーマが設定され､それに従って展示が構成されています｡
さて､現代美術は分かりづら

いという声を時々耳にします｡しかし実際には､現代美術は見る側の感性に任せて自由に楽しんで見ることのできる懐の深さを持っています｡作者の意図や時代背景などに照らし合わせて見るのも一つの見方ですが､一方で｢この作品はナ二-｣｢変だけどお

時間と手間をかけて生み出された漆芸や金工の作品のかずかず｡展示室でそれらと向き合っていると､その美しさに魅了されると同時に､技が持つ｢厳しさ｣と｢温もり｣がガラスケースの向こうから伝わってくるのが感じられます｡

ところで､ご存知でしょうか-
特別展のチケットで常設展示室も見られるのを!

特別展を見たら出口に

直行するアナタ-ちょっとお待ち下さい!2つの個性あふれる世界を堪能してからお帰りになっても損はないと思います∃!　　　　　　[槙井盲苗美]

l IIt　4　LJ JI　44　-　f　>　r-1

もしろい-｣など想像力を膨らませ自由かつ気ままに見るのもアリの世界なのです｡

また､香川の工芸

は､技術力と手間と美的感性とが三位一体となって優れた作品を生み出す､人の技の極地ともいえる世界です｡気の遠くなるような

脚砂金呼申せ色感戚拶仰a噂曲[苛コ触感感拶砂約g顔や…&感

編●集●後●記

:.知っとウキ等･▲_■■

言　　　　葉騰緒　の　審　随　時　予　定　猶-帽済き
●

鰯噸噂静静砂噂噂㈱感噂感噸癖⑳砂辱◎噂⑩帝歯鯛噂鯛車噂㊥砂

【特別展】
ブルターニュの海と空展

4.26(金)～6.2(日)詳細は本紙記事を参照
フランスのブルターニュ半島にあるカンペール美術館は､ブルターニュ地方の自然､人間､風俗などを描いた近代絵画を多く収蔵して
います｡本展では､日本での公開がめずらしい､ ｢情感のリアリズム｣に満ちた油彩画約60点を展示します｡

Iトクの後で､お客様とお話できるのは大きな楽しみですo ｢ねえ､私パリから　芸

スペインに行く途中で､さっきの話を開いたのよ､アドノ工も見たのよ.･.｡｣美術館　冨

めぐりの旅でのことなど･ ･ ･oなんとも刺激的で羨ましいお話､私も行きたいな･ ･ lo　　色

佑原ミエ子】 ;

Pciviのメンバーと美術館で活動をしている時は､いつもの2倍元気です0　　　　8

気持ちもちょっぴりハイになります｡　　　　　　　　　【鈴木典子】 :

ll受験生にとっては最後の追い込み真っ最中｡ 5号が刊行される頃には､　篭

それぞれがサクラ咲く春を迎えていますように-o私もあったかい春が待ち　　B

遠しい†ホントにこの冬は寒かったな｡　　　　　　　　楠田圭見】 ;

L14年度の展覧会予定が発表になりましたo今年叡まどんな作品と出違　;

えるのか､ステキな出逢いを心待ちにしている私です｡  【横井真由美】 :

J今､話題の｢ハリー･ポッタ-｣は､スコットランドのエジンバラにある､小さな

喫茶店で生まれたとか.ケルト文化が色濃く残り､神話や伝説が多く残る

スコットランド｡その同じケルト民族を祖先に持つブルターニュの人々に思

いをはせT･.･｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　lLLJ上紹代】　; ,"也

■ ｢ブルターニュの海と空展｣ ､作家の知名度はあまり高いとは言えませんが､

見こたえは保証します｡独特の自然や風俗がリアルに描かれている､しかも

大作が多いというのもその理由ですが､印象派以降のモダニズムの作品に

慣れてしまった大半の鑑賞者にとっては､今まで注目されることの少なかった

辺境の地で描かれたアカデミックな手法によるそれらの作品が妙に新鮮に感じ

られるのです. ｢印象派の絵はじゅうぶん見た｣という方､必見ですr

t高松市美術館学芸員　牧野裕二】

■3月23日(土) 24日(日)両日通しのワークショップ(視点を変える美術)が

美術館で行われる｡講師は､パルコキノシタ｡バカバカしくも強烈に面白い

ワークショップになりそう｡内容は次号にて報告予定｡

｢高松市美術館学芸員　毛利直子1
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ポップの時代展

6.14(金)～6.30(日)
1960年代のアメリカで隆盛したポップ･アートは､日本の若い作家たちの共感を

呼び､彼らは活気溢れる芸術活動を展開しました｡本展では､高松市美術
館のコレクションの中から約100点の作品を展示し､日本でのポップ･アート
の流れを検証します｡出品作家はタイガー立石､草間藤生､三木富雄､工

藤哲巳､横尾息則､高於次郎､吉村益倍､篠原有司男他を予定｡

篠原有司男《女の祭り》 1969年高松市美術館蔵ト

韓国大衆文化展

8.2(金)～9.1 (日)

2002年に日韓共催でFIFAワールドカップが開催されるのに伴い､

空前の韓国ブームが起こっています｡本展では､ノレバン(カラオケ) ､

ファッション､ゲーム､映画､テレビ番組･CM､マンガなどメディアを中

心としたリアルタイムの大衆文化を立体的に紹介します｡

フエリシアン･ロツブス展

9.20(金)～1 0.20(日)

19世紀を代表する画家･版画家であるフェリシアン･ロツブスは､
ロマン主義的･幻想的作風で知られています0本展では､生地ベ

ルギー･ロツブス美術館の収蔵作品を中心に､油彩画､水彩画､版

画など約150点によりロツブスの特異な芸術世界を回顧します｡

【常設展】
第1期常設展　4.6(土)～6.9(日)
展示室1: (引用の美術80年代以降の作家たち)過去の美術作品や身の回りの事物を引用､加工して作品を制作している福田美蘭･森村泰昌らの作品

展示室2: (彫漆の系譜)塗り重ねた漆の層に文様を彫る伝統的な讃岐漆芸の技法､彫漆による作品を紹介｡

第2期常設展　6.14(金)～8.18(日)

第3期常設展　8.24(土)～1 1.4(月･祝)
■■　■■　●lr A r　▲　●■　●　■一■■　●　▼一一■●■●　●　●　■一一■　■一一■一　一　■一　一一.一■　●　●一■■J●-

◆ボランティア通信｢しびの-と｣ ､シヴィのギャラリートークに関するご意見･ご感想

◆本紙記事｢知っとった7美術館｣で取り上げてはしいもの

◆美術に関する素朴な疑問Hetc.

などがありましたら､郵送･ファックス･美術館内のアンケート等でお知らせください｡

シヴィの活動および､しぴの-との紙面作りの責重な参考にさせていただきます｡
●

≡高松市美術館ボランティア係
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利用案内

: 【開館時間】

:火～金:9時30分～19時
;土･日･祝日:9時30分-17時

; (展示室の入室はいずれも閉館30分前まで)
●

■

●

: 【休館日】争　　lー■lM■l▼■′一日■P1-　-　.　一　.　●　▼　■'■'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JD L rIヽJARHJ
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芝　キーワードで検索してみてください｡

守
■
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